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開会 午前１０時００分 

○議長（荒牧 泰範） 皆様おはようございます。 

  本日は全員出席で開議は成立いたします。 

また、申し上げておきますが、今定例会よりライブ配信を一時停止しております

ので申し上げておきます。 

  それでは、傍聴にこられました皆様には感謝申し上げます。傍聴の際は皆様に配

付しております、一般質問通告書一覧１ページの注意事項を熟読されまして、御協

力いただきますようお願いいたします。 

  本日は、広報ささぐり担当者の写真撮影を許可いたしております。 

  それでは、日程第１，一般質問を行います。 

  質問者は７名でございます。質問時間は申合せにより、答弁を除き１人３０分以

内といたします。この際、議員の皆様に議事進行に際してのお願いを申し上げます。

質問議員も答弁者も言葉遣いに気をつけるよう求めます。発言内容を精査して小職

において処置いたします。御協力をお願いいたします。 

  それでは順次質問を許可いたします。 

質問順位１番、吉本文枝議員どうぞ。 

 ○議員（吉本 文枝） おはようございます。 

議席番号３番、公明党、吉本文枝でございます。 

  通告に従い「帯状疱疹予防ワクチン接種の助成を」。これは町民の方とお話をす

る中で、「帯状疱疹予防接種ワクチンをかかりつけの医者に勧められた。知人から

後遺症の話も聞いていて不安だったので、予防接種を受けたいと思ったが、高額だ

ったので諦めた。何とかならないか」との御相談を受けました。 

  そこで勇退された田辺議員が、３月議会で取上げられました「帯状疱疹予防ワク

チンの接種助成を」について進捗状況を伺います。 

  帯状疱疹は、子どもの頃に水疱瘡にかかり、加齢やストレス・疲労などにより免

疫が低下すると、体内に潜んでいたウイルスが再び目覚め、帯状疱疹として発症し

ます。日本人の９０％以上は、体内にウイルスを保有しているため、ほとんどの方

が帯状疱疹を発症する可能性があります。発症率は５０歳以上で、８０歳までに３

人に１人がかかり、高齢化により患者も増加しています。帯状疱疹を発症した方の

２０％に痛みが残り、睡眠や日常生活の支障をきたす帯状疱疹後神経痛になると言

われています。なかには、失明や難聴・顔面麻痺などの重い後遺症に苦しみ、仕事

が出来なくなり、生活に支障を来すこともあります。 
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  １人当たりの医療費は、帯状疱疹で４万２,６３８円、帯状疱疹後神経痛では１

２万７,０７９円。篠栗町の令和５年１月の人口で、５０歳以上は１万３,８４２人。

そのうち帯状疱疹にかかるとされる推定患者数は１５０人。帯状疱疹後神経痛では

３０人です。ワクチンを打たなかった場合の医療費は、５０歳以上で年間８９６万

８,０００円かかります。 

  帯状疱疹予防ワクチンは、生ワクチンと不活化ワクチンの２種類があり、生ワク

チンの臨床試験での予防効果は５１から７０％。徐々に効果は弱まりますが、５年

程度有効で費用は１回８,０００円程度です。不活化ワクチンは９０から９７％と

予防効果は高く、１０年以上有効ですが２回接種が必要で計４万４,０００円程度

かかります。 

  接種希望者にとって、全額自己負担では、接種を躊躇するほど高額です。ワクチ

ン助成にかかる費用は、接種率や助成の出し方でも変わりますが、５０歳以上の

１％の方に半額助成すると約１６６万円で済みます。さきに述べたワクチンを打た

なかった場合の医療費は、毎年８９６万８,０００円かかりますので医療費削減に

もなります。 

  ３月議会後、篠栗町ではいち早く帯状疱疹の周知をしてくださっておりますし、

ご相談された方以外にも躊躇している方がいらっしゃると思います。医療費削減と、

町民の健康を守るという観点から、接種希望者の後押しとして、帯状疱疹予防ワク

チン接種費の助成を進めるべきと考えます。３月議会以後の進捗状況と、町長のお

考えをお聞かせください。 

○議長（荒牧 泰範） ただいまの質問に対し、答弁を求めます、三浦町長。 

どうぞ。 

○町長（三浦 正） おはようございます。ただいまは、吉本議員から、１問目の質

問「帯状疱疹予防ワクチンの助成について」をいただきました。 

  まず、３月議会後の進捗状況につきましては、篠栗町といたしましても、帯状疱

疹の予防には、ワクチン接種が有効であることから、ワクチン接種の効果について、

ホームページ等で住民に周知を行ってきたところでございます。 

先ほど議員がおっしゃいましたように、帯状疱疹予防ワクチン接種の目的は、帯

状疱疹の発症率を低減させ、重症化を予防することでございます。また、医療費の

削減に一定の効果が見込めると考えております。 

  県内において、既に帯状疱疹予防ワクチンに対する助成を行っている自治体は、

太宰府市と朝倉市、大野城市でございまして、糟屋地区で実施している自治体はご
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ざいませんが、町長会でも、会議のたびに、この件について意見交換をして実施に

向けて協議をしているところでございます。 

  帯状疱疹は５０歳以上から８０歳までに３人に１人が発症すると言われ、中には、

顔面神経痛・失明・難聴などの合併症を引き起こす恐れもあり、町民の健康を守る

ためにも、今後も、国の動向を注視しながら、引き続き助成について検討してまい

りたいと考えております。よろしくお願いします。 

○議員（荒牧 泰範） ただいまの答弁に対して、再質問ございますか。 

  はいどうぞ。 

○議員（吉本 文枝） ありがとうございます。前向きな御提案、御検討をよろしく

お願いします。次の質問に移ります。 

○議長（荒牧 泰範） すいません。一問一答ですので、再質問がない場合は「ござ

いません。」と言っていただけますか。 

○議員（吉本 文枝） ございません。 

○議長（荒牧 泰範） では、次に移ってください。 

○議員（吉本 文枝） はい、二つ目の質問に移ります。「誰１人取り残されない社

会を」、視覚障がい者の情報取得について町の取り組みと見解を伺います。全ての

障がい者の方が、障がいの有無によって分け隔てられることなく、尊重し合いなが

ら共生する社会を目指し、障害者情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策

推進法が２０２２年５月に施行されました。これは、障がい者が障がい者でないも

のと、同一内容の情報を同一時点において取得できるようにする、ということです。 

  視覚障がいのある知人が、「印刷物などを当たり前に自身で読みたい。時々大事

な通知も分からなくなる。でも、見えないから仕方がない。」と言われたことがあ

りました。今回は、視覚障がい者の方の情報取得について５点伺います。 

  １、篠栗町の視覚障がい者の方の人数は。 

  ２、その内、一人暮らしの視覚障がい者の方の人数は。 

  ３、病気など年齢を重ねてから視覚障がい者となった方は、点字が読めない方も

います。その方への公的な通知等どのような工夫がなされていますか。 

  ４、篠栗町においても、選挙の入場（整理）券・保険・水道公共料金など公的な

通知や町の情報がたくさん詰まった広報紙など、音声コード〔ユニボイス〕を取り

入れてはいかがでしょうか。 

  ５、命に関わる情報について、誰１人取り残されないデジタル化を進めていくた

めに音声で聴くハザードマップの推進をしてはいかがでしょうか。 
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  町長のお考えをお聞かせください。 

○議長（荒牧 泰範） はい、ただいまの質問に対し答弁を求めます。 

三浦町長。 

○町長（三浦 正） それでは、吉本議員の２問目の質問について項目別に答弁をし

てまいります。 

  まず一つ目と二つ目の質問、「視覚障がい者の人数について」は８１人で、「そ

のうちひとり暮らしの方」は２６人でございます。 

  次に、三つ目の質問、「公的な通知等の工夫」につきましては、点字を読める

方・読めない方を含め十分な対応が現在出来ていないというふうに思っているとこ

ろでございます。なお、窓口においては、係員による文書の読み上げや外出などの

対応、身体障害者手帳の等級に応じて、買物や通院の同行・家事援助などの福祉サ

ービスの提供、視覚障がい者用拡大読書器や、ポータブルレコーダーなどの情報・

意思疎通支援用具の給付などを行っているところでございます。 

  次に、４つ目の質問、「音声コード〔ユニボイス〕を取り入れてはどうか」につ

きましては音声コード〔ユニボイス〕は文字情報を２次元コードに変換したもので、

無料の専用アプリを使ってスマートフォンで読み取ると、その内容を音声で聞くこ

とができるもので、視覚障がいのある方だけでなく、小さい文字が見えづらい高齢

者にも情報を届けることが可能となるものでございます。また、広報紙や通知は、

通常文字情報で提供されていますが、音声コードを取り入れることで、視覚障がい

者の方々も情報へのアクセスが容易に行えることになります。令和５年８月末現在

でございますが、福岡市をはじめ３９９の自治体がユニボイスの導入を行っており

まして、本町におきましてもホームページの新着情報など、音声による読み上げを

ユニボイスで行っているところでございます。 

  また、現在は町のボランティアの方々により、広報ささぐりの全ページを読み上

げ、ＣＤにしたものを視覚障がい者の方々に配布を行い、行政情報をお伝えできる

環境を構築しているところでございます。今後はユニボイスをＤＸ推進の一環と捉

え、町からの通知や様々な情報などアクセス方法の多様化を進めるとともに、福祉

面での活用のみならず、観光面や、増加が予想される外国人就労者への行政情報提

供など、様々な可能性を検証すべく、庁内での協議を活発化させてまいりたいと考

えております。 

  最後に、５番目の質問「音声で聞くハザードマップの推進をしてはどうか」につ

きましては、現在町で作成していますハザードマップ“篠栗町防災マップ”は、音



－ 19 － 

声化に対応が出来ておりませんが、“国土交通省のハザードマップポータルサイ

ト”にて、今年度から災害リスク情報が自動的に文字で表示される新機能が追加さ

れ、視覚障がい者の方でも音声読み上げソフトを利用すれば、スマートフォンやパ

ソコンで容易に災害リスクを把握できるようになりました。同サイトでは、篠栗町

の浸水想定地域や、土砂災害警戒区域等の情報が掲載されておりまして、町の災害

リスク情報を音声に変換することが可能となったところでございます。 

  また、町では、本年６月から“防災情報テレフォンサービス”を開始しておりま

す。避難指示などの避難情報のほか、防災無線にて発信する町からの情報を家の固

定電話やファックスなどに、音声情報や文字情報にて配信するもので、障がい者の

方々にも御活用いただけるものと考えております。 

  今後におきましては、議員が冒頭に言われました、令和４年５月に公布施行され

ました、障がい者による情報の取得及び利用並びに意思疎通に係る施策の推進に関

する法律、いわゆる『障害者情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策推進

法』の目的達成に向けて、庁内各部署、関係機関や事業所等と連携をとりながら、

障がいを持つ方々が必要とする情報を取得・利用し、円滑に意思疎通を図ることが

出来、全ての方が相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の推進に努め

てまいりたいと考えております。よろしくお願いします。 

○議長（荒牧 泰範） ただいまの答弁に対し、再質問ございますか。 

○議員（吉本 文枝） 御答弁いただきましたので終わります。 

○議長（荒牧 泰範） 申し訳ございません。私の周知が足らなかったと思うんです

が、複数質問の場合は、再質問のある場合は手を挙げていただき、ない場合は終結

の宣言をしていただき次に移ります。「２問目に移ります」「３問目に移ります」

という表現でお願いいたします。申し訳ありません、私の周知が足りませんでした。

では、次の質問どうぞ。 

○議員（吉本 文枝） 最後の質問に移ります。「子どもの命を守る放課後児童クラ

ブに」、私は３月まで放課後児童支援員をしていましたので支援員の皆様の御苦労

はよく分かります。また、放課後児童クラブは利用者である児童にとって異年齢児

との交流や屋外遊びなど様々な経験ができる、とても大事な時間であると認識して

おります。だからこそ、大切な子どもたちの健全で安心安全な居場所づくりは、保

護者の安心でもあり、篠栗町は今以上に子育てしやすいまちになると思います。 

  先日、篠栗校区の支援員さんから「子どもの数が多く安全面に不安を感じてい

る。」とお聞きしました。また、「北勢門幼稚園はあのまま学童が使うの」と素朴
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な質問が子どもたちから寄せられました。 

  さらなる安心安全な居場所、子どもの命を守る放課後児童クラブへの向上が必要

と考えます。そこで、２点伺います。 

  １、放課後児童クラブに求められる機能と施設・設備に関する見解を伺います。 

  ２、第７次篠栗町総合計画「６、夢を持ち、健やかな子どもの笑顔を育むまち

に」の中に「放課後児童クラブなどの受け入れ体制の強化に向けた施設整備や既存

施設の活用などを検討します」とあります。進捗状況を伺います。 

○議長（荒牧 泰範） はい、ただいまの質問に対し答弁を求めます。 

 はい、教育長。 

○教育長（今長谷 寛） おはようございます。 

吉本議員の「子どもの命を守る放課後児童クラブに」の御質問「１、放課後児童

クラブに求められる機能と施設設備に関する見解」にお答えいたします。 

放課後児童健全育成事業は、保育が必要な子どもに、放課後の時間帯において、

子どもに適切な遊び及び生活の場を提供し、子どもの遊び及び生活を支援すること

を通して、その子どもの健全育成を図ることを目的とする事業でございます。 

  放課後児童クラブの機能と施設・設備に関しては、主に篠栗町放課後児童健全育

成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例及び厚生労働省の放課後児童クラ

ブ運営指針に基づいております。支援単位の規模、専用面積支援員の配置等の最低

基準が設けられており、その基準を遵守し向上させるよう努めております。 

  次に２つ目の、放課後児童クラブなどの受入れ体制の強化に向けた施設・設備や

既存施設の活用検討の進捗状況について、お答えいたします。 

  篠栗校区につきましては、やまばと児童館近くの空き家を利用し、放課後児童ク

ラブ室として準備する方針で検討中でございます。 

勢門校区につきましては、たけのこ児童館に隣接する幼児プールを解体し、令和

６年度に、放課後児童クラブ施設の整備を予定しております。 

また、旧北勢門幼稚園を、全校区対応可能な放課後児童クラブ施設として整備し、

定員の増加を図る計画につきましては、施設・整備及び制度などに関して調査を進

めているところでございます。 

  以上で答弁を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（荒牧 泰範） ただいまの答弁に対して再質問ございますか。 

はいどうぞ。 

○議員（吉本 文枝） 御答弁いただきましたので、これで終わります。 
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○議長（荒牧 泰範） 「終わります」と一言いただければ結構でございます。 

どうぞ自席へお戻りください。 

次の質問順位に移ります。 

  質問順位２番、古屋宏治議員。 

○議員（古屋 宏治） 議席番号８番、古屋宏治でございます。 

  本日は、「用途地域の変更による地域住民の利便性を」について質問いたします。 

まず、用途地域とは、まちづくりに関する建物のルールで、１３種類の用途に分

かれ、篠栗町ではそのうち９つの用途に指定されております。大きくは、住居系、

商業系、工業系の３つの用途地域に分かれており、用途地域を定める目的は、暮ら

しやすいまちづくりのためであります。制限の中では、建築できる建物や施設の種

類・建物の建ぺい率・容積率・建物の高さなどのルールが規制されており、用途地

域を定めておくことで、閑静な住宅街の中に、大きな工場や娯楽施設ができるなど、

暮らしにくくなることを防いであります。 

  篠栗町では、昭和４５年に、都市計画区域が決定され、本町の面積は３,８９３

ヘクタール、都市計画区域には１,１３８ヘクタールが指定されており、そのうち

４５４ヘクタールが市街化区域に、６８４ヘクタールが市街化調整区域に指定され

てあります。わが町の住居系の用途区域ではびっしりと住宅が張りついております。 

  現在、買物ができるスーパー等のある立地としては、県道６０７号福岡篠栗線沿

いの商業地域、近隣商業地域、準工業地域、第１種住居地域にあり、昨年４月に和

田地区の一部が市街化区域に編入され、３,０００平方メートル以下の店舗が建て

られる地域が出来ました。 

  今、車社会であり、車での買物をされる方は問題ありませんが、少しの食材の買

物やちょっとした買い忘れの品を買いたくても近くにお店がなければ、その地域の

住民の方々は大変不便であります。また何より１番は、高齢者や車の運転をされな

い方にとっては、近くに買物ができるスーパー等がないことは大変大きな問題であ

ります。我が町でも、用途地域によっては、その制限によりスーパー等の店舗の建

築が難しい不便な地域があり、その地域住民の方々は買物に困っていらっしゃいま

す。篠栗町では、まだまだ住宅の需要が増加しており規制緩和の環境整備により、

町全体のにぎわいも出てくるものと思われます。 

  現在、「篠栗町都市計画マスタープラン」の見直し中であると思います。マスタ

ープランなどの上位計画に則することが前提ではありますが、地域の活性化、利便

性の向上、また、時代のニーズに合った用途も考えるべきと思い、以下の質問をい
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たします。 

  １、都市計画区域内において、地域の実情や具体的な開発計画がある場合に、用

途地域を変更することは可能か。 

  ２、現在見直し中である「篠栗町都市計画マスタープラン」との整合性が必要で

あると思うが用途地域の変更は別途協議が可能か。 

  ３、用途地域の変更の可否の決定、並びに手続方法は。 

  ４、用途地域を変更することにより固定資産税の変動はあるか。 

  以上よろしくお願いいたします。 

○議長（荒牧 泰範） 古屋議員。小職より前もって、本会議場で読まれる文章を一

般質問通告書に記入していただくようにお願いしておりましたが、まるっと違う、

最後の質問だけが合っていますが、次回から、そのまま読まれる文書を通告してい

ただきますようによろしくお願い申し上げます。町長それをもって通告書と違いま

すがお答えいただけますか。最後の部分が合致しているんで可能かと思いますがよ

ろしいですか。 

○町長（三浦 正） はい。 

○議長（荒牧 泰範） はいどうぞ、三浦町長。 

○町長（三浦 正） 古屋議員の「用途地域の変更による地域住民の利便性を」につ

いて、私からまず冒頭申し上げます。 

  用途地域制度は都市の健全な発展と秩序ある整備を図り良好な都市環境を形成す

ることを目的として、土地利用の現況や動向及び将来の土地利用の方向を踏まえて、

それぞれの地域における土地利用に対して用途・形態・密度の配分等に関する一定

の規則を定め、建築基準法等、各種個別法の規定と相まって、良好な市街地の形成

と、住居・商業・業務・工業等の諸機能を適切な配置を誘導しようとするものでご

ざいます。この役割から、都市計画制度の基本的かつ根本的な制度であると言えま

す。 

ただいま古屋議員からは具体的に４つの項目について御質問をいただきました。

まず、各項目につきましては、所管課であります都市整備課長からお答えいたしま

す。よろしくお願いします。 

○議長（荒牧 泰範） はい、都市整備課長。 

○都市整備課長（堀 雅仁） それでは、古屋議員の「用途地域の変更による地域住

民の利便性を」についての各御質問にお答えいたします。 

  まず１番目の「都市計画区域において地域の実情や具体的な開発計画がある場合
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に用途地域を変更することは可能か」及び２番目の「現在見直し中であるマスター

プランとの整合性が必要であると思うが、別途協議が可能か」このことにつきまし

ては、住居系用途地域におきまして、日用品店舗などの立地誘導を図るための用途

地域の変更については可能であると判断いたします。その際には、建物の用途別の

分布状況、敷地規模の分布状況、建ぺい率・容積率の分布状況、道路交通施設等の

整備・配置状況、隣接用途地域の関係、市街地の動向及び具体的な開発計画の各要

素について、整合を図っていくことが必要であると考えます。なお、同じ住居系用

途地域における同じ用途の緩和の変更である場合につきましては、都市計画マスタ

ープラン上での整合は図られているものと思われます。また、計画の具体性につき

ましては、開発の事前協議を行っていただく必要があると考えます。 

  ３番目の「用途地域の変更の可否の決定並びに手続方法は」につきましては、計

画的な開発事業が実施されることが確実な場合におきまして、変更の協議及び手続

を行うことになりますが、その際には、同時に目的に合わせた地区計画をあわせて

設定することになると考えます。用途地域の変更及び地区計画の決定につきまして

は、町決定ではありますが、県との協議や縦覧の手続は必要であり、最終的には、

篠栗町都市計画審議会の審議を経た上で、法定協議を行い、県からの回答をもって

正式に告示し、変更及び決定することになります。 

  最後に４番目の「用途地域の変更により固定資産税等の変動はあるか」の御質問

にお答えします。固定資産税とは、正常な条件下に成立する取引価格すなわち客観

的な交換価値をもって適正な時価を算出し、それをもって評価されております。し

たがいまして、質問中にございました、和田地区のように市街化調整区域から市街

化区域に用途変更を行いますと、建築制限等が緩和されることになり土地の価格の

上昇とともに固定資産税も上昇するものと考えられます。 

また、周辺も同様に店舗の建築等により利便性が向上する状況がございました場

合には、それに伴う土地の価格に反映されることとなり固定資産税が上昇すること

が見込まれます。 

  以上でございます。 

○議長（荒牧 泰範） はい。ただいまの答弁に再質問ございますか。 

はい、古屋議員。 

○議員（古屋 宏治） 今の課長の答弁の中に、地区計画に合わせて設定することに

なるということでございますけども、例えば、その地区計画というのは、その計画

地があって周りに道が囲んであったとしたら、その１ブロックを地区計画を張るの
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か、それとも、その計画地１ブロック中の計画地だけに対して地区計画を張るのか

というのを、ちょっと教えていただけますか。 

○議長（荒牧 泰範） 都市整備課長。 

○都市整備課長（堀 雅仁） はい。計画の開発区域のエリアでおおむね設定するこ

とになると考えております。 

○議長（荒牧 泰範） 再質問ございますか。 

○議員（古屋 宏治） はい、以上で終わります。 

○議長（荒牧 泰範） 次の質問者に移ります。 

質問順位３番、浦野雅幸議員。 

○議員（浦野 雅幸） 皆様、おはようございます。 

 議席番号２番、浦野雅幸でございます。よろしくお願いします。 

  最近、ニュースなどで「数十年に１度」や「これまでに経験したことがない」と

いう言葉をよく耳にするところでございます。７月には九州北部で記録的な大雨と

大規模な浸水被害が発生しました。その後も度々豪雨や台風が発生し、不安な思い

をされた方も多いと考えます。幸い篠栗町では大きな被害はありませんでしたが、

平時より防災・減災対策を行い、常に準備をしていくことが必要ではないでしょう

か。これからは台風のシーズンでもあり、池の端区の方はより不安だと考えるとこ

ろでございます。そこで、６月の定例議会において、一般質問させていただいた池

の端区の強風被害の対応について進捗状況の確認をさせていただきたいと思います。 

  １点目、今後の対応について６月の時点では業者の方と現地調査や、可能な対策、

費用計算を行っており区の方と協議し進めていくとのことでした。その後の進捗状

況の説明をお願いします。 

  ２点目に、まだほかにも被害を受けている方がいるのではないか。ヒアリングが

必要ではないか。についての回答で、ほかの課題も含め継続的な地元協議を行い意

見や要望を聞くとのことでした。その後に、地元協議は開催され、ヒアリング等は

行われているのでしょうか。 

  ３点目、因果関係に関しての回答で、伐採時に風が強くなるのではないかとの懸

念をいただいていた。議事録にはないが、対応する約束もしているようだとのこと

でした。これは誰と誰の約束で、どの様な約束をされているのか説明をお願いしま

す。 

今回の、強風被害に関して独自に調査を行う過程で、池の端区長の要望書にある

伐採された九州大学の演習林が、北地区産業団地の開発計画では残置森林とされて
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いることが分かりました。残置森林とは、開発による周辺環境への影響を緩和する

ために、現状のまま保全する場所と認識しております。 

  そこで４点目に、「残置森林とは何か」その定義と目的について詳しい説明をお

願いします。その残置森林がなぜ伐採されたのでしょうか、その経緯について説明

をお願いします。また、ほかにも同様に、残置森林が伐採されている場所がないの

かの確認もお願いします。 

以上でございます。 

○議長（荒牧 泰範） はい、ただいまの質問に対し答弁を求めます。 

  はい、三浦町長。 

○町長（三浦 正） 浦野議員の「池の端地区の強風被害対応の進捗状況と残置森林

伐採の経緯を問う」についてお答えいたします。 

  ６月議会において浦野議員から、地域住民の御意見を踏まえた御指摘をいただい

た以降、担当課において真摯に対応を検討し、池の端区長とも協議を重ねて今に至

ったところでございます。 

どうもありがとうございました。 

  町といたしましても、できるだけ早急に対応しているところでございますが、ま

ず、御質問いただいた４つの項目についてお答えいたします。 

  一つ目の質問の「今後の対応については、６月の時点では業者の方と現地調査や

可能な対策費用計算等を行っており区の方と協議し進めていくとのこと、その後の

進捗状況を尋ねる」との御質問でございます。その後の進捗でございますが、６月

２２日に再度業者等と検討を行い、７月１９日に池の端区長と住民の方々に現状の

状況を報告し意見交換を行いました。それらを踏まえて、本定例会に暴風壁及び植

栽に係る補正予算案を提出しておりますので、詳細な説明は、予算特別委員会で行

いたいと思っております。 

  二つ目の質問の、「またほかにも被害を受けている方がいらっしゃるのではない

か。ヒアリングが必要ではないか、についての回答で、他の課題も含め、継続的な

地元協議を行い意見や要望を聞くということだと、その後の地元協議が開催されて

ヒアリング等は行われているのか尋ねる」という御質問でございました。当該地域

の３軒から風害相談を受けており、７月１９日に池の端区長同席のもと意見交換を

行っております。 

  三つ目の質問の、「因果関係についての回答で、伐採時に風が強くなるのではな

いかと懸念をいただいていた。議事録にはないが対応の約束もしているようだ、と
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のことで、これは誰と誰の約束でどのような約束をされているのか尋ねる。」とい

う御質問でございますが、平成３０年４月２４日に開催されました篠栗北地区産業

団地開発事業に伴う工事説明会において、参加された住民の方から風害に対する懸

念のお声があり、町としても追加の植樹等を行うなど適宜対応していきたい旨の回

答をしております。 

  四つ目の質問の「残置森林とは何か、その定義と目的について詳しい説明を求め

る。その残置森林がなぜ伐採されたのかその経緯について説明を求める。またほか

にも同様に残置森林が伐採されている場所がないか、の確認も願う」との質問でご

ざいますが、まず、残置森林とは、開発行為による周辺自然環境への環境の変化を

緩和させることを目的として配置されます。 

  次に、伐採の経緯でございますが、近隣の住民の方から日光遮断や枝葉飛来の相

談がありましたので、協議の結果少し間を切りました、間伐をしたわけでございま

す、その後、台風による樹木が折れる等の被害が発生しました。この場所にある

木々は標準伐採適齢期を超えている成長した杉でございましたので、今後近隣民家

や県道及び電線に倒木する被害が出る恐れがあったため伐採いたしました。 

  その後、福岡県から、篠栗北地区産業団地開発行為にあたっては２５％の残置森

林を残すことを前提に許可したと確認している。今回の池の端地区隣接の残置森林

伐採については、諸処の事由があったにせよ今後は植栽により元の形状に戻すべし

との指摘を受けたところでございます。 

  最後に、「ほかにも同様の残置森林が伐採されている場所がないかの確認を」と

いうことでございますが、事業用地６西側の荒れた竹林を一部伐採しております。

今後も、造成から年数も経過していく中で、倒木予測も踏まえ、危険か所がある場

合には、県とも協議をしながら対応してまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（荒牧 泰範） ただいまの答弁に対して再質問ございますか。 

  はい、浦野議員。 

○議員（浦野 雅幸） ありがとうございます。残置森林伐採についてのところで再

質問させていただきたいと思います。 

伐採の担当課はどこになって、どのくらいの費用がかかっていたのでしょうか。

答えられますでしょうか。 

○議長（荒牧 泰範） お答えできますか。 

どなたが答弁なさいますでしょうか。 
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  はい、産業観光課長。 

○産業観光課長（松熊 大） 当該地区の伐採につきましては産業観光課のほうで実

施いたしております。令和２年１０月に実施いたしましてその委託料が８７万６,

７００円でございます。 

以上でございます。 

○議長（荒牧 泰範） 再質問ございますか。 

はい、浦野議員。 

○議員（浦野 雅幸） はい、ありがとうございます。それでは最終的に許可したの

はどこになるんですか。どちらの課というか、責任者というのは。 

○議長（荒牧 泰範） はい、町長。 

○町長（三浦 正） 伐採を許可したのは、という意味でしょうか。 

当然のことながら、最終的な責任は、私にあるわけでございますので、起案上で

の許可であったり、口頭での許可であったりして、あるいは事後の報告であったり

することもありますけれども、様々な事業において、そういう対応をしております。 

その一環でございます。 

○議長（荒牧 泰範） はい、再質問ございますか。 

はい、浦野議員。 

○議員（浦野 雅幸） その時に、恐らくこの風が強くなって、被害が出るのではな

いかという懸念みたいなものはなかったんですか。 

○議長（荒牧 泰範） 町長、申し訳ございませんが、その、答弁の中で、この伐採

は地元住民から、ということでというふうに読み取れるので、それであればちょっ

と質問と答弁が食い違うんです。そこをはっきりさせてもらえますか。 

○町長（三浦 正） 答弁の中で、最初申し上げましたように、いろいろ、１番最初、

もう少し間をとりましょうという話で、地元の協議等が進みまして、残置の中の木

を少し切りました。で、隙間があいたんですよね、それで風が出てきたりして落ち

葉が…、今後折れるかもしれないし、それが架線にあたって被害が出るかもしれな

いということで、一応全部切るという形にしたわけでございますが、結果的に見れ

ば、私どもがその都度やっぱり県としっかりと協議して、これは切っていいものか

どうかということ、あるいは切った際に同時に少し小さいものを植えていきながら、

次の植栽が成長する段階でどうするとかいうようなことを、細かく協議をしなけれ

ばいけなかったことは、充分反省しなければいけないというふうに思っております

が、当時はそういうことで地元と協議していく中で、「やはり切ってほしい」「じ
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ゃあ切りましょう」というような、やりとりの中で対応したものでございます。最

終的には、倒木によって架線が切れたり、屋根が壊れたりというようなこともある

かもしれないということで、全部切ったという経緯がございました。 

○議長（荒牧 泰範） 再質問ございますか。 

はい、浦野議員。 

○議員（浦野 雅幸） ということは、最初はこのもともとあったその林のうちの、

何本かというか、隙間をとるような作業を一回されたということですよね。で、そ

れでもなお、今後、風の影響なりで倒木の可能性があるよということで、最終的に

は、段階的にでしょうけども、切ってしまったということで…。 

○議長（荒牧 泰範） はい、町長。 

○町長（三浦 正） 当時の事跡をもう一度確認しなければいけませんけれども、最

初少し切ったのは事実でございまして、それによって、次の結果として、ちょっと

切ってもらったけども「逆に風が強くなったなぁ」とか、「葉っぱが飛んでくるよ

うになったなぁ」とかいう、個別の事情があって、いろいろ、最終的には「じゃ切

りましょう」みたいな話に、いろんな都度都度のやりとりの中で、地元と協議して

もらったと思っております。詳しい内容については、また、そのときの報告をもう

一度見直して、また機会を別にとって、しっかり報告したいと思います。 

○議長（荒牧 泰範） はい、再質問、浦野議員どうぞ。 

○議員（浦野 雅幸） それでは、残置森林であるという部分は、認識はあったんで

すよね。その保全として残しておかなければならないという場所を切るということ

に懸念というか問題はなかったんですか。 

○議長（荒牧 泰範） はい、町長。 

○町長（三浦 正） 私の答弁の中で申し上げましたが、これについては、いわゆる

開発行為における残置森林という場所でもあることですから、ここの森林を切るこ

とについては、県の許可が要るものでございました。それを失念しておったという

ことは大いに反省する点がございます。それを受けて、県からもここはしっかりと

元の形に戻してもらわないと困るよ、ということを７月等に私どものほうに指示を

いただいておりますので、これもあわせて９月の補正予算に上程をしているところ

でございます。 

○議長（荒牧 泰範） 再質問ございますか。 

はい、浦野議員。 

○議員（浦野 雅幸） 何回も申し訳ありません。残置森林は切ってはいけないとい
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う認識はあったんだけども、切ってしまったと、いうことですかね。 

○議長（荒牧 泰範） 町長。 

○町長（三浦 正） 県の開発行為におけるパーセントを確保するための残置森林と

いうものは残しておかなければいけなかったわけですけれども、それについては失

念をしておりました。残置森林という意味からは、私どもは近隣の皆様方に影響が

できるだけ少なくなるようにということで、伐採に至ったという一方ではそういう

対応をしたということでございます。 

○議長（荒牧 泰範） 再質問ございますか。 

はい、浦野議員。 

○議員（浦野 雅幸） はい、最後に、残置森林、結果として全部切ってしまったと

いうことだろうとは思いますけれども、その結果として、因果関係としてははっき

りしてないのかもしれませんけども、周辺住民の方に被害が出ているということだ

と思います。そのことについて、補償を是非、進めていただきたいというふうに思

いますがいかがでしょうか。 

○議長（荒牧 泰範） はい、町長。 

○町長（三浦 正） 今お話のような残置森林を伐採したことによって、因果関係は

明確には分からないわけですけれども、周辺地域の方々が苦慮されてあるというこ

とを、池の端区長からも度々要望いただいているわけで、それに対して私どもも今

回予算措置して、まずはちょっと、被害を食い止める策をということを対応してい

るところでございます。 

○議長（荒牧 泰範） 再質問、ございますか。 

どうぞ、浦野議員。 

○議員（浦野 雅幸） それは、今後の対応というか、暴風壁とか植林とかいうこと

になろうかと思いますけども、これまでに、被害を受けられてその補修に使われた

費用のことはどうお考えでしょうか。 

○議長（荒牧 泰範） 町長。 

○町長（三浦 正） これについてはまた、区長とそれから関係者の皆様方と協議し

て、どう対応するかは考えなければいけないことかも分かりませんが、今のところ

私どもが全額、例えば補償するというようなことは考えておりませんし、そういう

申出があっているわけではございません。その辺のところは、私どもも実際そうい

う屋根が飛んだりしているんだなという事実として確認しておりまして、それは今

回、暴風壁をしっかりつくらなければいけないなという予算対応に至ったものでご
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ざいます。 

○議長（荒牧 泰範） はい、再質問ございますか。ございませんか。 

  はい、次に移ります。 

○議員（浦野 雅幸） はい、以上で終わります。 

○議長（荒牧 泰範） はい、質問順位４番、横山和輝議員。 

どうぞ。 

○議員（横山 和輝） 議席番号６番、横山でございます。 

通告に従い質問を行います。今回は２項目の質問をいたします。 

  最初の質問は「完成後の産業団地をめぐる問題と疑問について」です。関係企業

と取り交わした企業立地に関する協定書及び土地売買契約書によると、進出企業は、

区画の引渡しを受けた後、２年以内に本件区画における工場等の操業を開始しなけ

ればならないと謳われております。しかし、いまだに建設にも着手していない上に、

今後のスケジュールの提出もされていないようです。進出企業のこのような契約不

履行は、この先町に大きな損害を与えることは明白であることから、企業の撤退を

含め、早急に協議を行い、契約書に則り厳しく対応すべきだと考えます。町と関係

企業との協議の進捗状況について詳細な説明を求めます。 

次に、今年１月頃から発生していたとされる産業団地内の法面の大小の崩落につ

いてお尋ねいたします。現地視察を行い、その後合同委員会で関係課長から説明を

受けましたが、具体的な対策については、現在検討中との説明を受けています。そ

の後、約２か月が経過しておりますが、具体的対応について協議を含め説明してく

ださい。 

  次に、やまやコミュニケーションズの町有地及び国有地の無断使用についてお尋

ねします。今年春先から、やまやの操業が始まりましたが、やまやが使用できる駐

車スペースに収まりきれない車両が、町のイベント広場や国有地の駐車場を無断使

用しています。やまやが使用できる駐車スペースは、約７０台分などに対し、その

倍以上の車両が常時駐車しています。イベント広場及び国有地に整備した駐車場は、

町の費用で整備していますが、この駐車場を無償でやまやに使用させているのであ

れば、これは大きな問題に発展すると思います。この件について、町はどのように

考え対応するのか説明してください。また、国有地を整備する際、町と国で誓約書

等の決まり事があると思われますが、どういった名目で、この国有地を駐車場に整

備したのかをお尋ねいたします。 

  最後に、６月議会で、やまやとの契約書に記載がありました町の買戻し条項を、
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シンジケートローンを受けるために、この項目を削除してほしいとの要望があり、

議会もその申出を賛成多数で承認しました。その後令和５年６月２８日に、町の買

戻し権は解除され、同日、やまやの土地・建物等はシンジケートローンである「工

場財団」所有に変更されております。以上の経緯を踏まえて質問を行います。もし

やまやの経営状況が悪化し、ローンの返済が出来なくなった場合、当然工場財団は

この工場用地等を処分できることになりますが、町は既に買戻し権を放棄している

ため、介入出来ないと思われます。このようなケースも想定して、買戻し権を放棄

したと考えますが、この場合どのような対策を講じるつもりなのか、説明を求めま

す。以上です。 

○議長（荒牧 泰範） はい、ただいまの質問に答弁を求めます。 

三浦町長。 

○町長（三浦 正） ただいまは、横山議員から「完成後の産業団地をめぐる諸問題

について、問題と疑問について」という御質問をいただきました。これまでも度々

一般質問や予算特別委員会等で御説明してきたつもりでございますが、御理解いた

だいてない点を正していただくことは、大変重要であることであると認識しており

ますので、できるだけ丁寧に答弁してまいりたいと考えます。項目が多岐にわたっ

ておりますので、各項目についてはまず、まちづくり課長から項目ごとに答弁をい

たしますのでよろしくお願い致します。 

○議長（荒牧 泰範） まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大内田 幸介） 「完成後の産業団地をめぐる問題と疑問につい

て」の各御質問にお答えさせていただきます。 

  一つ目の質問の「進出企業の半分の３社に対する町の対応について」の御質問に

お答えします。協定条文において、区画の引渡しを受けた後２年以内に本件区画に

おける工場等の操業を開始する。との記載を行っていることから、分科会や随時訪

問などを行い、協議を重ねているところでございます。しかしながら、コロナ禍の

影響などもあり、現在、建設計画に至っているのは１社。ほかの２社においては、

建設計画に至っておらず、３社とも、建設操業はまだしばらく時間を要する状況で

ございます。議員の言われるとおり、現状、厳しい対応も踏まえ、協議中でござい

ます。各企業の協議履歴などについては後の委員会での提示も求められております

ので、そちらのほうで対応したいと思います。 

  二つ目の質問の「今年１月頃から発生していたとされる産業団地内の法面の大小

の崩壊について現地視察を行い、その後合同委員会で関係課長から説明を受けたが、
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具体的な対策については現在検討中だと説明を受けた。その後、約２か月が経過し

ている。具体的対応について協議を含め説明されたい」との御質問にお答えいたし

ます。産業団地の事業用地２の北側法面、地滑り及び西側法面クラックの状況につ

いては、合同委員会で報告したとおりでございます。その後の対応といたしまして

は、業者にて現地確認を行い、その報告内容にて、基礎調査を早急に行い、調査結

果をもとに、工事設計、工事施工を行う予定でございます。今回の定例会に、調査

委託料の補正予算を提出しておりますので、詳細な説明は、予算特別委員会で行い

ます。なお、業者にて産業団地全体の現地確認を行った結果、確認時においては他

での被害はありませんでした。 

  三つ目の質問の「株式会社やまやコミュニケーションズの町有地及び国有地の無

断使用について」の御質問にお答えいたします。この町有地及び国有地は、やまや

敷地と一体的に昨年度整備を行ったものです。現状は駐車場の形態をしております

が、イベント時等は敷地全体としても利用可能とするためのものでございます。こ

れは、篠栗北地区産業団地を単なる食品産業団地で終わらせず、町と進出企業が連

携を図り内外からの来訪者が楽しんでもらえる、新たな観光場所ともなるような仕

掛けづくりの一つであり、通常時は米の山の対となる町一望の景観を楽しんでいた

だき、中央に並木を配し憩いともなるよう、昨年、議会の議決を得て整備をいたし

ました。現状といたしましては、議員が言われる状況でもありましたので、８月１

７日に、やまや本部長に来庁いただき御指導を行っている次第でございます。 

  次に、国との誓約書等についてでございます。町の共有用地も含め、篠栗町のに

ぎわいの場として産業団地を利用していきたいと考えており、隣接する当該国有地

を、産業団地の来訪者用の駐車場用地として申請を行い、令和４年１０月１３日付

けで、国道事務所から無償での許可証をいただいております。 

  最後に、買戻権の解除についてですが、この企業は既に売買代金を完納し、本社

移転も完了、既に稼働している状況のものでございます。さらに財団登記により所

有権移転等は出来ない厳しい条件に移行するものでもありました。また、この地区

は、都市計画法第１２条の４により、地区計画が張られており、食品関連の機能を

有する工場等の使用しか出来ません。よって、土地売買契約が成立した時点におい

て、町の初期の目標、こちらは達成されていると考えております。 

  以上でございます。 

○議長（荒牧 泰範） 再質問ございますか。 

はい、横山議員どうぞ。 
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○議員（横山 和輝） まず、未進出企業のことからお尋ねいたしますが、現状とし

ましては３企業まだ何も決まっていませんけれども、今先ほど答弁だと協議を進め

ていますと言ってますけれども、もう今現在２年半ぐらい経ってます、引渡してか

ら、つまりもう、契約違反しているんですね、契約不履行の状態で、そしてさらに

ですね、協議を進めていると言いますけれども工程表すら出せない。また、２年た

ってもう違反しているにもかかわらず、３社とも例えば弁明の書類とか、弁明の文

章とか、そういったものもないというのを、先の合同委員会で説明を受けました。

そういった状況の中で、やはり、もう篠栗町も大いにこれ不利益を得るわけですよ。

そりゃあ、水道料金だって、もともと使う予定だったのに使えない。それでしたら

契約書にのっとって、もう町は買戻して、２割違約金としてもらいますのでね。そ

して新しく進出企業を探すと。そうしたほうがよろしいんじゃないでしょうか。今

の答弁だと３社ともいつ建てるかなんて全く分かってない状況だというような答弁

でしたので、その点についていかがでしょうか。 

○議長（荒牧 泰範） はい、三浦町長。 

○町長（三浦 正） 今、担当課の答弁ではそういうふうに申し上げましたが、   

        もう少し踏み込んだやりとりもしている企業もございまして、一つ 

の企業はそれも先週、先日、社長と久山でお会いしたんですけれども、一応来年度

に計画をつくる、その次の年に工場を建設するという計画でいるので、もうしばら

く待ってくれということでお話をいただいたところでございます。 

  その他の二つの会社の社長については、今、議員が懸念されているような、なか

なかめどが立たないという状況でもありますので、今、議員が言われたようなこと

も一つの選択肢ではございますが、新たな転売先、あるいは売却等々も含めて、私

どものほうも、目指すところは、早く工場が建って操業されることの１点であろう

かと思っておりますので、鋭意努力をしているところでございます。 

○議長（荒牧 泰範） はい、横山議員どうぞ。 

○議員（横山 和輝） 今町長が言っていることはですよ。            

                ただ町の対応としては、そういったことではな

くて、それこそ町に呼んで、きちんと記録に残るように協議をして、また協定書を

結ぶなり、そういったことをするべきではないでしょうか。今の町長の答弁だと、

町長自身と社長が話合いを行ってます、場合によっては、これちょっと取り消され

るか分からないですけども、密談と取られるような言い方をされてますので、そう

ではなくてきちんと記録が残るような、もし、まだ来る気があるというならですね。
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じゃないと、私から言ったら、もう今までの答弁からいうと、来る気がないんじゃ

ないかと思います。そういうことを思われるようではなくて、きちんと町がそうい

った対応を、とっていってもらいたいと思いますけれども、そういうことは、今後

ともきちんとできるんでしょうか。 

○議長（荒牧 泰範） はい、町長。 

○町長（三浦 正） 密談と捉えられたのは非常に心外でございますけれども、課長

という立場から自分からは口頭で言えないわけで、私と課長、初め２人、会社に行

きまして、向こうも社長と関係部長と３人で、話し合って今進めているということ

で、記録については、その事跡もちゃんと取っておりますので、決して密談ではご

ざいませんので、お許しいただきたいと思いますが、今はお話のことは重々私も踏

まえて、今後対応してまいりたいと思います。 

○議長（荒牧 泰範） 再質問ございますか。 

はい、横山議員。 

○議員（横山 和輝） 駐車場の件についてちょっとお尋ねします。答弁では８月１

７日に、本部長に指導を行っているという答弁がありましたけれども、どうでしょ

う。今現状、もう私も今朝も見てきましたけれども、いまだに現状変わっておりま

せん。町としてどういった指導を行ったのかですね、まず。言ってみれば、合同委

員会では、４月末にも一度、本部長に対して指導を行っているという話がありまし

た。しかし現状何も変わってないわけです。もうまさにやまやの駐車場のように、

町有地を使用しているという状況なんですね。私としては合同委員会でも言いまし

たけれども、きちっと区切りをつけること。イベント広場とやまや駐車場と、色分

けすらしてないわけですから、あれ、町民の方が行ったら分からないですよ。私も

資料持っていかないと分からないぐらいですよ。どっからどこがやまや駐車場で。

どっからどこが町の。どっからどこが国有地なんです。そういうことをする予定と

いうのはありますか。 

○議長（荒牧 泰範） どなたが答弁されますか。 

はい、まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大内田 幸介） 駐車場に関しまして、またその後の協議を今後

続けていく予定ではございます。議員の言われることも合同委員会のときにお聞き

しまして、その旨話、その辺を踏まえて、検討していきたいと、検討じゃありませ

ん…、協議して進めていきたいと思っております。 

○議長（荒牧 泰範） 横山議員、どうぞ。 
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○議員（横山 和輝） ちょっと先ほど質問に答えてもらってなかった。どういった

指導を行ったのかですね、そこを答えて貰ってよろしいですか。 

○議長（荒牧 泰範） まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大内田 幸介） すいません、失礼しました。指導のほうはです

ね、当初よりこういった、利用に関しての協定を結ぼうという動きをしておりまし

たので、町有地・国有地のほうは一般の方の来訪駐車場ですよと。そういったとこ

ろを強く指導していたところでございます。 

○議長（荒牧 泰範） 横山議員、どうぞ。 

○議員（横山 和輝） もう、これも確認なんですけれども、それだけ指導を行って、

現状の状態だということでよろしいですか。 

○議長（荒牧 泰範） はい、まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大内田 幸介） 現状の状態ですね、皆さん見られてのとおりだ

と思います。ただここが、ちょっと答弁のほうでも一部触れましたけども、    

                                       

              また町有地の仕切り等考えて今後検討していくと、い

う協議を進めているところでございます。 

○議長（荒牧 泰範）                            

                                    

  三浦町長。 

○町長（三浦 正） 度々、横山議員から御指摘をいただいているように、同社の車

が町有地にも駐車しているんじゃないか、ということで私どもも指導しております

けれども、これにつきましては担当課は、向こうの本部長と対応しているところで

ございますが、密談ととられないように私が社長に直談判をして、しっかりと対応

するように、これから強く申し上げたいと思っております。 

○議長（荒牧 泰範） 再質問ございますか。 

はい、横山議員。 

○議員（横山 和輝） 最後にシンジケートローンのところで、質問を行います。答

弁では、もし何かあった場合でも地区計画で、食品系団地しか持ってこれないので

食品系団地持ってきます、ということなんですけれども、私が心配してるのはそう

いうことじゃなくて、今まではもし何かあった場合は町が買い戻すことが出来た、

買戻して企業誘致することが出来た、町がですね。そういうことが出来たのですけ

れども、今回こうやって所有権が、工場財団に変わった場合ですよ。何かあった場
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合は工場財団の所有になるわけですから、早く他の食品系を持っていきたいとなっ

たときに、町が関与できるのかどうなのかっていうのを質問したかったわけです。

そこはどうなんでしょうか。 

○議長（荒牧 泰範） どなたが答弁されますか。 

はい、まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大内田 幸介） 前回の議会にて、議案をあげていました、権利

の放棄、こちらのほうは、土地売買契約書の第１３条第３項にて同意とされる買戻

特約の登記を、議会の承認を得ることにより停止し抹消登記を行うものでございま

した。つまり登記表示を抹消するというものでございまして、他の協定、あるいは

契約書内にある条項においては、何ら変わらない状況になります。よって協定では

所有権移転後についても、町との協定、そういったものを遵守するという部分が含

まれているものでございます。 

○議長（荒牧 泰範） はい、横山議員。 

○議員（横山 和輝） いや、それは難しいんじゃないんでしょうか、今の答弁だと。

所有権は工場財団に変わったわけですよ。で、もし、やまやさんに何かあった場合

工場財団のものになるわけですよね。そこの契約書っていうのは、やまやと町の契

約書ですよね。ということは、何ら変わりないというふうなのであれば、町と工場

財団が、新しく契約書までは言わないですけど、協定書なり覚書なり交わしてない

と、それイコールにならないと思うわけですよ。そういうことはされてないんです

よね。 

○議長（荒牧 泰範） 町長。 

○町長（三浦 正） 今議員がおっしゃったことについては、工場財団との契約云々

の覚書云々は交わしておりません。これは広く、進出企業が、事業を中断あるいは、

やめなければいけない状況になったときには、どの権利者に対しても言えることで

あろうかと思っております。例えば、工場財団にしたからということではなくて、

あるいはほかの事業用地におきましても、抵当権があるわけでございますので、抵

当権者のものになって行く、という様なことになって行くわけでございますので、  

これについては今後、どういう縛りが必要なのかどうか、私どもが求める食品系工

業団地が持続して開発できるかどうかということについては、私どもの顧問弁護士

にどういう形で縛りが効くかどうかということを、ちょっと勉強させていただきま

して、また御報告させていただきたいと思います。 

○議長（荒牧 泰範） 再質問ございますか。 
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○議員（横山 和輝） はい、ありません。次に行きます。 

○議長（荒牧 泰範） すいません横山議員。申しわけないんですが、開会から１時

間過ぎておりますので、２問目に入る前に１０分休憩とらせて頂いてよございます

でしょうか。 

○議員（横山 和輝） どうしましょうか。はい、分かりました。 

○議長（荒牧 泰範） よろしいでしょうか。ではすいません、１１時２５分まで休

憩といたします。 

休憩 午前１１時１４分 

再開 午前１１時２４分 

○議長（荒牧 泰範） 通告時刻より少々早ようございますが、お揃いでございます

ので再開いたします。 

それでは、横山議員２問目からよろしくお願いします。 

○議員（横山 和輝） はい、お疲れのところ申し訳ございません。残り一つの質問

ですので、よろしくお願いします。 

  次の質問、最後の質問は「旧北勢門幼稚園施設の不可解な活用方針について」で

す。旧北勢門幼稚園を廃園する大きな理由は、利用園児の減少もさることながら、

園舎の老朽化にあり、園舎は改修できる状況にないため廃園せざるを得ないと説明

を受けました。しかし、６月議会での説明では廃園後の施設を町費で改修し、同じ

北勢門校区で学童保育を行っている民間施設に無償で賃貸したいとの説明がありま

した。議会への説明とは大きな矛盾がありますが説明してください。北勢門校区の

すぎのこ児童館では、施設が手狭なため北勢門小学校の空き部屋を一部借受けてい

ると聞いております。旧幼稚園が改修可能ならば、まずは児童館に活用させる方法

を考えるべきだと思いますが、見解を求めます。以上です。 

○議長（荒牧 泰範） はい、教育長。 

○教育長（今長谷 寛） 横山議員の「旧勢門幼稚園施設の不可解な活用方針につい

て」の御質問にお答えいたします。 

  御質問では、旧勢門幼稚園を廃園にする大きな理由は利用園児の減少もさること

ながら園舎の老朽化にあり、園舎は改修できる状況にないため廃園せざるを得ない

と、説明を受けたとなっております。令和２年７月８日開催の第３回臨時会で、文

教厚生常任委員会、それから予算特別委員会後に、今後の幼稚園の在り方について

の報告の中で、北勢門幼稚園の廃園理由としては園児利用の減少に加え北勢門幼稚

園は３園の中で建築年度が最も古く老朽化が進んでおり、幼稚園や認定こども園と
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して維持していくには早急な園舎の更新計画等が必要となることと、保育施設に必

要な給食調理場などの建設スペース、あるいは利用者や職員の十分な駐車場の確保

が困難な状況であること、として報告しています。園舎は改修できる状況にはない

わけではなく、施設として維持を継続しようとするならば、その用途に応じた修

繕・方針・改修計画などが必要である、とお伝えしたものでございます。 

  次の御質問についてでございますが、北勢門小学校区においては長期休暇期間に

実施する拡大放課後児童クラブのクラブ室として、北勢門小学校の教室を利用して

います。文部科学省と厚生労働省から発出された、新放課後子ども総合プランにお

いては、放課後児童クラブについて学校施設の活用が推奨されております。 

  旧北勢門小幼稚園の利用につきましては、あすなろ学童の移転により子どもたち

の生活環境の改善が図られること、また、全校区対応の放課後児童クラブであるこ

とから、北勢門小学校区のみならず、ほかの小学校区の待機児童解消につながるこ

と、あすなろ保育園舎での保育定員の増加が見込まれることが期待できると考えて

おります。以上でございます。 

○議長（荒牧 泰範） 再質問ございますか。 

横山議員。 

○議員（横山 和輝） 先ほどの答弁では、改修はできると、できるけれども老朽化

が進んでそれなりの改修費はかかると思われるような答弁でしたけれども、そこで

一つお尋ねいたします。改修できるのは分かりました。なぜ、町が改修して、恐ら

く改修するとなれば数千万かかるんじゃないんでしょうか。少なく見積もってもで

すね、それを町の町費で使って、それをなぜ無償で貸し出すと…。 

その無償で貸し出す意味は何ですか。 

○議長（荒牧 泰範） 教育長。 

○教育長（今長谷 寛） お答えいたします。まずもって今学童保育園の待機児童が、

今後増加するということが、現在今保育を受けている未満児（３歳児４歳児５歳

児）の状況から見ても十分考えられます。それに伴いまして、放課後児童クラブの

ニーズが多くなると、待機児童が増えるということを考えた場合に、町として、子

どもたちの学童保育放課後児童クラブを準備しておくということは十分使命である

というふうに考えた上で、現在全校区で受け入れることができる民間施設であるあ

すなろ放課後クラブに、ぜひともその任をまかせて待機児童を解消する、子どもた

ちの安全安心を保持する、というところで今考えているところでございます。 

  以上です。 
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○議長（荒牧 泰範） はい、横山議員。 

○議員（横山 和輝） その答弁だと、私が聞いている改修する理由になってないと

思うわけですよ。あそこで改修する意味は何ですかと私は聞いてるんです。それは

土地を貸せばいいじゃないですか。それ改修は民間がすればいいじゃないですか。

今、教育長は行おうとしていることを言い方を変えれば、民間企業の利益を、町が、

便宜を図ってるようなもんですよ。町が町費出すんですよ、経営は向こうがするん

ですよ、どうぞ使ってくださいと。もうこっちで全部改修しましたので。そんなこ

とを教育長が、率先してやってるんですか。そもそも、これどういった経緯でこう

いう話なったか、私はちょっと知りませんので、そこをちょっと聞きたいんですけ

れども。これは町側が提案して、言ってみれば、そこの指定の民間企業に話を持っ

てきたのか、それとも、民間企業からそういった話が町に来たのか、これどちらで

すか。 

○議長（荒牧 泰範） 教育長。 

○教育長（今長谷 寛） はい、お答えいたします。今先ほど答弁いたしましたよう

に、現在各校区における待機児童の状況を考えたときに、町として早急に将来に向

けて、学童保育の施設を準備しなきゃいけないと言ったときに、この改修をするこ

とによって、全面的に今現在において速やかに、子どもたちの学童・放課後児童ク

ラブの施設として実施できる施設が、現在北勢門校区に存在するというところでの

案と、実際に今保育を受けている子どもたちの環境がよくないという両方の意見を

鑑みて、町とそれから、施設・所有者の両方の意見を、相入れてこの案を提案して

いる状況でございます。 

○議長（荒牧 泰範） はい、横山議員。 

○議員（横山 和輝） 何度も申し上げて申し訳ないんですけれども、改修する意味

は何ですかと私は聞いてんです。その話からいうと改修しなくていいじゃないです

か。場所を提供すればいいじゃないですか。それで必要なら民間の企業が改修すれ

ばいいわけですから、仮に町が改修して民間に渡すというなら、改修費じゃないで

すね、賃貸料取らないかん。そうじゃないですか。町が全部面倒見て、全部つくり

上げて、ただ、「はいどうぞ」で渡すっていうのは、それはいかがなものかと思い

ますよ。教育長。いくら、待機児童解消は分かります、それはいいです。それだっ

たら町が運営してください。でも民間に渡すわけですよね。なぜそこに民間に無償

で渡すのかです。改修しないで渡すのは分かります。取り壊すまで町がするのはで

すね。取壊して、更地にして、どうぞ使ってくださいっていうのは分かります。町
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がつくり上げるんですよ、何千万もかけて、もしかしたら億行くかもしれませんけ

ど、そこは、私の答弁に答えてないと思います。改修する意味です。 

  そこを答えてください。 

○議長（荒牧 泰範） はい、町長。 

○町長（三浦 正） すいません、教育長の答弁が不十分というわけではございませ

んけれども、国の政策によってですね、これ町が改修するということによって町が

全部、単費を使うんじゃなくて、国の補助が相当額とれるんですよね、６分の５だ

ったっけ、こども育成課長どうですか。その辺のところを少し説明をさせて…、御

理解いただければと思います。よろしくお願いします。 

○議長（荒牧 泰範） 説明できますか。 

はい、こども育成課長。 

○こども育成課長（有隅 伸） 北勢門幼稚園の園舎の改修につきましては、補助事

業がございまして、年度当初の補助申請をもって６分の５の補助がつく予定でござ

います。それと、園を町が改修する意義ですが、放課後児童クラブの事業につきま

しては、営利事業ではございませんで、補助事業でございます。それで、必要な経

費の部分を町が事業を行っている民間に補助金を出している状況でございます。よ

って、町が改修した園舎を貸出して、その後に必要となった経費を補助するという

ものでございます。 

  以上です。 

○議長（荒牧 泰範） 再質問ありますか。 

はい、横山議員。 

○議員（横山 和輝） 申し訳ないです、ちょっとよく聞こえなかったのでもう一度

…。 

○議長（荒牧 泰範） はい、わかりました。 

○議員（横山 和輝） 申し訳ないです。 

○議長（荒牧 泰範） マイクに近づけて、「もう一度お願いします」ということで

す。  

○こども育成課長（有隅 伸） 改修に伴う費用につきましては年度当初に…、 

○議長（荒牧 泰範） 聞こえますか。 

○こども育成課長（有隅 伸） すいません。改修に伴う費用につきましては、来年

度予定しておりますが、年度当初、補助申請をすることによって、６分の５の補助

がもらえる予定でございます。それと、放課後児童健全育成事業に伴う学童クラブ
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の運営につきましては、営利事業ではございませんで補助事業でございます。よっ

て必要な経費を民間に補助するという事業でございます。以上です。 

○議長（荒牧 泰範） 再質問ございますか。 

はい、横山議員。 

○議員（横山 和輝） ちょっとごめんなさい。補助事業の説明を受けて、ちょっと

よく分からないんですけれども。仮にですね、補助事業を受けるために町が改修す

るんだというような答…、そうではない。 

仮に、それでしたら、補助金を申請するのが民間企業だった場合、その補助金は

出るんですか。町が行わないと補助金っていうのはもらえないんでしょうか。 

○議長（荒牧 泰範） はい、こども育成課長。 

○こども育成課長（有隅 伸） 具体的な、民間が改修を行った場合の補助について

は、ちょっと手元に資料がないため後で確認させていただきたいと思います。 

○議長（荒牧 泰範） はい、横山議員。 

○議員（横山 和輝） 私もたまたまこども園のことを調べたんですね、そういった

補助金のことを出てきたわけですよ、そのときも、かなりの額が、民間企業が補助

金で建てれると、その場合たしか、改修じゃなくて建築やったと思うんですけど、

そういうのもありますので、やはり、その町が全部、もしそれがあれば、それはも

う場所だけ貸して、民間企業に補助金使って建ててください。改修なら改修してく

ださい。というのが筋じゃないでしょうか。土地代は無償で貸すのは、それはいい

と思いますよ。もともと使う予定が今のところなければですね、土地は無償で貸す。

ただ、そこに関して何かをする場合は民間に当然責任持ってやってもらいましょう

よ。なぜその町が全部面倒見ないといけないのかという、もうその補助金が全て理

由ですか。そこだけお尋ねします。 

○議長（荒牧 泰範） どなたが答弁なさいますか。 

はい、こども育成課長。 

○こども育成課長（有隅 伸） 町が、放課後の子どもの居場所をつくるためにやっ

ていく事業を、あすなろが補助事業としてやっていただいてます。その民間の事業

の環境改善や、子どもの屋外の遊びの場の確保、それと北勢門小学校からの移動に

伴う安全性の確保を優先することで、町が改修してやろうとしている事業でござい

ます。 

○議長（荒牧 泰範） はい、横山議員。 

○議員（横山 和輝） ちょっと聞き方を変えます。それは、町がしないといけない
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ことなんですか。ほかの自治体はどうなんでしょうか。そういった場合、全て自治

体が全てつくり上げて渡してるんでしょうか。それとも、ほかの自治体では民間が

きちんとそこら辺を行ってるんでしょうか。これは他の自治体と比べてどうなんで

しょうか、その点は。 

○議長（荒牧 泰範） はい、こども育成課長。 

○こども育成課長（有隅 伸） 他の自治体の実情についても、ちょっと確認をさせ

ていただきたいと思いますが、町が、先ほども申しましたように、子どもの安全等

を優先するべく、町のほうで改修することに方針を決めております。 

○議長（荒牧 泰範） 横山議員。 

○議員（横山 和輝） すいません、質問じゃないですけど、最後一言言って終わり

たいと思います。待機児童解消は分かります。町のためになると言うのも分かりま

す。ただそれを、もし、本気でそう思ってるんだったら町が運営してください。そ

れを民間に渡すというなら民間に責任を持たせてください。きちんとですね。それ

だけ申し上げて質問終わります。以上です。 

○議長（荒牧 泰範） はい、質問順位５番、門馬良議員。 

○議員（門馬 良） 議席番号４番、門馬良でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

  私の質問事項は、「篠栗町立歴史民俗資料室について」でございます。 

おかげさまで私、篠栗町民になって８か月が過ぎました。その中で、この町の歴

史や文化を学んで、それに伴う遺跡や遺物、文化財、それらを知りたいと、素朴に

思いまして、調べさせていただいたところ、平成１２年から２１年間おそらく愛さ

れていたと思われる歴史民俗資料室が令和３年３月３１日をもって閉館、その後ク

リエイト篠栗の図書館２階の学習室に展示方法を縮小し、移動していることを知り

まして足を運んでまいりました。また、篠栗の歴史につながり、深く関係している

隣町の粕屋、宇美、須恵、志免、これらの資料館または資料室にも伺いまして、情

報を入手してまいりました。そこで質問でございます。 

まず一つ目、平成１２年に歴史資料室ができるまでの経緯とコロナ前で結構です

ので、年間に町内外から来館者数はどのくらい来てくれていたのか、その推移を教

えていただきたいと思います。その上でまず町長の評価なども、その当時の資料室

の評価などもいただけるとうれしいです。 

  ２、現在も、元歴史資料室に行きますと入り口のガラスに「施設の老朽化なども

あり、閉館いたしました」と張り紙がございます。「老朽化などもあり」というの
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が少し気になりました。閉館になった全ての理由を教えていただきたいと思います。 

  ３、私は町民に「どうしてなくなったのか」とお声をいただきました。そして、

様々な項目に分けられたコーナーや企画展示、収蔵展示されていた貴重な文化財、

町民からお借りしているものもあったと聞いておりますが、それは今どこにあるの

かとの質問もいただきました。案内通りに、図書館の２階の学習室へ足を運んだと

ころ、展示品はごく僅かに、私個人としては感じましたし、そしてあえて言わせて

いただければ、いささか粗末に扱っているようにも思えました。残りの文化財は、

どこにございますか。そしてどのような保管方法なのか、教えていただきたいと思

います。そして、おしまいになりますが、閉館から２年以上たっております。今後

のこの貴重な文化財をはじめあの歴史民俗資料室をどうなさるおつもりなのか。お

聞かせいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（荒牧 泰範） はい、ではまず冒頭部分、町長、答弁願います。 

○町長（三浦 正） ただいまは、門馬良議員から「篠栗町立歴史民俗資料室につい

て」御質問いただきました。議員が耳にされた町民からの声を私も時折耳にするこ

とがございます。大変心苦しいところもございますが、閉館に至った理由は、２番

目の項目の中で答弁をいたしますが、長期的な視点で申し上げますと、まず現在は

暫定的に仮置きしている状況と御認識いただければありがたいなというふうに思っ

ております。将来、町の諸施設の新築、改築する際には、相応のスペースを確保し

展示品の季節ごとの入替えをなくても済むように復活できればと考えているところ

でございます。大変価値のある『石井坊』の中にあります県の文化財、あるいは重

要文化財等々につきましては、現在は小郡市にあります九州歴史資料館に入ってい

ただきますと、若杉に関する資料室というのがありまして、入り口から入ったすぐ

に左側のガラス展示室で、見ることが出来ますので申し添えておきます。御質問の

各項目につきましては、教育委員会部局でございますので社会教育課が担当してお

ります。項目ごとに教育長から答弁をいたさせますのでよろしくお願いします。 

○議長（荒牧 泰範） 教育長。 

○教育長（今長谷 寛） まず１番目の「平成１２年に歴史資料室ができるまでの経

緯と、コロナ前の記録でいいので年間に町内外からの来館者数とその推移を教えて

いただきたい」という質問にお答えいたします。 

  当初は、昭和４４年（１９６９年）中央公民館として開館いたしました。平成５

年（１９９３年）４月クリエイト篠栗開館に伴い中央公民館が移転した後、同年１

１月に旧中央公民館内の内装を改装し篠栗町保健センターが開設されました。その



－ 44 － 

後、平成７年（１９９５年）１０月に篠栗保健センター内の一部に歴史民俗資料室

を開室いたしました。平成１２年〔２０００年〕７月に篠栗町総合保健センターオ

アシス篠栗が開館いたしましたので、保健センターを歴史民俗資料室として改修し

開館いたしました。その後、２の「閉館になった理由」でも御説明しますが、施設

の老朽化もあり、篠栗町行政改革大綱の計画のもと、令和３年３月３１日で閉館す

る運びとなりました。 

  開館からの来館者数の推移については、平成１２年の開館年が１,０２９人、コ

ロナ以前の過去５年間の推移は、平成２７年度が１,００６人、平成２８年度が１,

１４８人、平成２９年度が１,１６３人、平成３０年度８８５人、平成３１年〔令

和元年度〕は３月から緊急事態宣言に伴い閉館しております。２月までの集計で８

６５人となっております。 

  年間平均しますと、１,０００人前後の来館者数で推移しております。その上で

の評価につきましては、来館者数はやや減少傾向となってきておりますが、今後の

施設の維持や来館の増加を目途に、検討した結果、年間約１０万人の来館があるク

リエイト篠栗、図書館と統廃合をすることで、より多くの人の目に届くような場所

で展開することを目的に移転することにしたものです。展示数こそ部屋の制限から

僅かでありますが、年間３,５００名が学習室を利用しており、文化財に触れる機

会を提供できると思っております。 

  次に、閉館になった全ての理由についてお答えいたします。先ほど経緯で申しま

したとおり、歴史民俗資料室は、昭和４４年から中央公民館として開館した施設を

利用し、平成１２年から資料室として運営を開始しました。平成３１年の篠栗町行

財政改革大綱にあります通り、旧建築基準法の基準での建物であり、老朽化も進ん

でいるため、今後も、現在の運営を続けるのであれば、耐震診断が必要となる上、

その対応工事等にも多額の費用が見込まれます。改革の一環として、資料等の整理

を行い、展示はクリエイト篠栗と図書室で展開することとし、学習室内において、

新たに資料室等の展示を行い、歴史民俗資料室の用途を廃止し、現在に至っており

ます。 

  ３番目の「残りの文化財はどこにあるのか」についてお答えいたします。文化財

資料については、旧歴史民俗資料室内に保管しておりますが、今後の保管場所につ

いては検討中です。また、クリエイト篠栗の学習室内を活用し展示している資料に

ついては、年４回程度の季節に合わせて展示品の入替えを実施しながら、公開して

いるところであります。 
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  最後に、「今後この貴重な文化財をはじめ歴史民俗資料室をどうなされるおつも

りなのか」につきましては、貴重な文化財資料であるため維持・保管・管理を継続

して実施してまいりますが、さきにも申しましたとおり今後の保管場所については

検討中でございます。資料の点についても再検討を行い、現在の学習室の利用状況

を見直し、より多くの資料を展示活用できるよう検討しているところでございます。 

  以上です。 

○議長（荒牧 泰範） 再質問ございますか。 

門馬議員。 

○議員（門馬 良） ありがとうございます。まず町長のほうから小郡に一部文化財

が、というお話がございました。これは僕も存じ上げておりませんでしたが、この

「小郡にあるよ」という、この告知というのがどういう形で町民、町内外の方々に

伝えていらっしゃるのか、というのは大丈夫でしょうか。お答えいただければうれ

しいです。 

○議長（荒牧 泰範） はい、町長。 

○町長（三浦 正） 常に、これを、私どもが小郡にございますということを言って

いるわけではございませんが、県の歴史資料室のホームページを開いていただくと、

そういうふうにありますし、私ども社会教育課に、文化財専門員を担当しておりま

す平ノ内というのがおりますが、彼が場合によっては御案内してもいいという対

応・体制をとっているところでございます。 

○議長（荒牧 泰範） はい、門馬議員。 

○議員（門馬 良） 教育長にお聞きしたいと思います。先ほど、どのくらいの方が

この資料室に訪れていたか、という数字を聞いてちょっと私は愕然といたしました。

１,０００人～１,２００人程度という形でした、年間ですね。正直言いまして、私

の資料ですと、調べですと須恵町が１番少なかったんですが隣りでは３,０００人、

宇美町は現在１万人ほど、粕屋は９,０００人、粕屋におきましては今町長の企画

展などをやっております。 

篠栗はすごい歴史ですよね、文化です。まだまだ僕は勉強足らずなところが多々

ありますが、先頭に切って、この資料室にたくさんの方が訪れてくれるような、形

態を、体制を、しているべきところが、１,０００人足らずの年間来館者しかいな

い。大した建物ではないのかといきますと、とんでもございません、老朽化は分か

りますが、須恵町なんかも、非常に、まだ古いです建物は。篠栗、立派な資料室だ

と思います。広さも十分あります。そして、カタログも当時の、このカタログもガ
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イドも僕は手に入れましたが、見る限り、立派なものだったんだなと思われます。

なぜ千人程度しか来館者が来なかったのか、これはある意味、町の情報発信の足り

なかったこと、広告も含めてですね、情報発信、ホームページも含めて、何をどう

いうふうに当時なさっていたのか、教育長分かりますか。それを教えていただきた

いんですけど。どんな形で、情報発信を、この資料室の情報発信をなさっていたの

か。この歴史文化が、もう本当に、先人たちのそれこそ弘法大師の逸話まであるこ

の町が、その資料室を今なくしてるわけですが、当時、年間で１,０００人足らず

といえば計算すれば１日何人か分かりますよね。それしか来なかった理由は、やっ

ぱり町に責任があると僕は思うんですが、その情報発信はどうなさっていたのかを

ちょっと知りたいなと思います。 

○議長（荒牧 泰範） 答弁なさいますか。 

はい、教育長。 

○教育長（今長谷 寛） 当時のことにつきましては、私も明確に分からないでござ

いますが、町民として当時居ましたところでの記憶を遡ると、基本的にはホームペ

ージとか、町のたより、広報とかいう形で載っていた部分を思いだす部分しか今の

ところございません。ただ門馬議員がお話ありますように、この篠栗の歴史という

のは本当に非常に深く、そして非常に貴重なものが、たくさんあることは認識して

おりますので、今十分な環境にないといいますか、施設がないということについて

は非常に苦慮するといいますか、何とかこう改善していかなきゃいけないかなとい

うことは、もうひしと感じております。町長の答弁にありましたように、今後、よ

り町民へのアピール、それから小中学生にも、この篠栗の歴史ということについて

は、総合的な学習の時間等も含めまして、今触れさせているところでございますの

で、より広い広報に努めてまいりたいというふうに思います。 

〇議長（荒牧 泰範） 門馬議員。 

〇議員（門馬 良） ありがとうございます。前向きに前向きにお願いしたいところ

なんですが、現在の状態のお話で、図書館の二階、私も行ってまいりました。教育

長。まず初めにこれを聞きます。最近、図書館の二階の資料室、行かれましたか。 

○議長（荒牧 泰範）教育長。 

○教育長（今長谷 寛） 私、前任務が篠栗町立図書館の副館長でございましたので、

学習室の状況は十分把握しております。 

○議員（門馬 良） 私ラジオで生活情報番組をやっていて、いたって常識的な感覚

を持った人間だと自分で思っておりますが…。 
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〇議長（荒牧 泰範） 門馬議員、指名の後に発言してもらえますか。 

○議員（門馬 良） はい。すみません。 

ここでちょっとお聞きします。先日僕が行ってまいりました。まず１階の受付の、

女性に「資料室に行きたいのですが」とお伝えをいたしました。そうしましたら、

女性から、「あっ、資料室ですね。申し訳ございません。子どもたちが勉強してお

りますので、静かに、静かにくれぐれもよろしくお願いします」と言われ、もちろ

ん声を出して、資料室に行く人間はいませんので、しかし、それをしっかりと、ま

ず強く言われまして、忠告されまして、上に上がりました。本当に学校の教室ぐら

いの広さのところに、確かに、本当にごく僅かな文化財と、そして、愕然としまし

たのは、そこに置いてあった普通のロッカーです。簡易的なロッカー、このロッカ

ーの扉に、幾つもの写真が貼ってあったので、見に行ったら、そこに、その文化財

の説明のこれが、ここはデジタルの部分なんでしょうが、貼りつけてある状況です。

僕はそこに行く前に実は隣町の資料室資料館を見学してまいりましたから、愕然と

いたしました。これはいかん。これはいかんですよと。そこをぜひ執行部の皆さん、

町長をはじめとして皆さんにもいま１度見直していただきたいところですが、今私

の話を聞いて教育長、どう思われますか、ちょっとお聞かせください。 

〇議長（荒牧 泰範） 教育長。 

〇教育長（今長谷 寛） ありがとうございます。私も先ほどもお話をしましたよう

に学習室内における展示の状況というのはもう十分把握しておりますし、学習者と

展示を同空間に置くということ自体が問題であるというふうには感じております。

先ほどから答弁していますように、長い間の環境を、状況を、すぐに変えると。施

設を新しくするというなかなか難しい部分でありますが、将来的にそれを目指しな

がらも、今現在できる限りの、例えば学習室の区割りとか、それから別室での展示

を非日常的には出来ないにしても、常設出来ないにしても変えながらとか、できる

ときにとか、いろんな工夫を、社会教育課のほうには指示を出して、今後少しずつ

でも、町民の皆さんに、町の大きな財産を見てもらえる場所、時間を確保するよう

な工夫をしてまいりたいというふうに思います。 

〇議長（荒牧 泰範） 門馬議員。 

〇議員（門馬 良） 志免町は、老朽化に伴って、今、工事をしております。新しく

してるんですよ。そして皆さんに、１日も早く開放できるようにと努力されている

ということを僕は感じました。今教育長からも、おっしゃっていただきましたが、

せめて、学習室と切り離すことは、もうまず必須でございますし、もう早急
さっきゅう

にそ
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れをなさるべきじゃないかなというふうには、誰があそこに訪れても感じるもので

はないかというふうに思います。もうそれをぜひよろしくお願いしたいと思います

が、その上で、すいません、もう一度だけ一言よろしくお願います。 

何か一言よろしくお願いします。それで終わりたいと思います。 

〇議長（荒牧 泰範） 今の問いに対する質問、答弁ですね。 

はい、教育長。どちらがやられますか。 

社会教育課長。 

〇社会教育課長（藤 幸三） 社会教育課長の藤です。今回の一般質問いただきまし

て、私もクリエイトのほうに来たときに、やっぱり、その学習室と併用しているの

が、ちょっとかなり厳しいかなと、担当と話をしてるんですけど、やはり御質問い

ただきまして、早急
そうきゅう

に担当と今協議しているんですけど、おっしゃるとおり、ま

ず、独立した、分離した形で、目に届くような工夫をまず、学習とちょっと改造す

るまではいかないですけど、配置の仕方をちょっと見直そうというのが一つと、あ

と常設展示については、部屋に限界がございますので、定期的企画展、もともと資

料・収蔵物は、まだ資料室に保管しておりまして、定期的にメンテしてますので、

季節的に、別の部屋で、もう大きな展示会みたいな、そういうのをやっていこうと

いうことで今、担当のほうと協議をしているところでございます。 

〇議長（荒牧 泰範） よろしいですか。終わられますか。 

〇議員（門馬 良） はい、ありがとうございました。 

よろしくお願いいたします。 

〇議長（荒牧 泰範） 質問順位６番 太郎良瞳議員。 

〇議員（太郎良 瞳） 議席番号５番、太郎良瞳でございます。 

通告に従い、質問いたします。本日は、放課後児童クラブの現状と対策について

お伺いいたします。厚生労働省は、放課後児童クラブについて、共稼ぎ家庭等の小

学校に就学している児童に、放課後と適切な遊び場や生活を提供する安全安心な居

場所であるとしています。また、放課後児童クラブの実態について、放課後児童健

全育成事業の状況実施調査では、２０２２年５月１日現在、全国で１万５,１８０

人の待機児童がおり、前年度より１,７６４人増加している、となっております。

親の求職志向の増加等で、本町においても、放課後児童クラブへのニーズは、さら

に高まっていると考えます。６月の定例会で、本町の待機児童が５０人いるという

ことでありましたが、現在は、その数はさらに増加しているのではないかと予測い

たします。これらのことから、次のことをお尋ねいたします。 
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1、それぞれの放課後児童クラブの児童の人数は何人でしょうか。 

２、放課後児童クラブに所属出来ていない待機児童は、５月１日現在５０人とい

うことでありましたが、今は何人でしょうか。 

３、待機している子どもたちが放課後、どこでどのように過ごしているかを把握

してあるのでしょうか。 

４、今後、待機児童を減らすためにどのような対策を考えてありますか。 

以上をお尋ねいたします。 

〇議長（荒牧 泰範） はい、教育長。 

〇教育長（今長谷 寛） 太郎良議員の「放課後児童クラブの現状と対策について」

の御質問にお答えいたします。 

まず、「それぞれの放課後児童クラブの人数」ですが、８月１日現在で、やまば

と放課後児童クラブが８４人、たけのこ放課後児童クラブが１３０人、すぎのこ放

課後児童クラブが８０人でございます。次に、「現在の待機児童数」ですが、８月

１日現在で４０人でございます。三つ目の「待機児童の放課後の現状把握につい

て」でございますが、待機児童４０人のうち、学校の帰りに１７時まで児童館を利

用することができる自由来館登録者が３９人、夏休み期間中に実施する夏期拡大放

課後児童クラブの利用者が２２人となっており、必要に応じて、各制度を利用し、

児童館で過ごしている児童が多いと思われます。最後に、「待機児童を減らす対策

について」でございますが、先に吉本議員からの「放課後児童クラブなどの受入れ

体制の強化に向けた施設整備や既存施設の活用検討の進捗状況」について、お答え

しましたとおりでございます。今後の子育てを取り巻く状況の変化を注視しながら、

子育て家庭を町全体で支援することができる環境整備をより一層促進してまいりま

す。以上でございます。 

〇議長（荒牧 泰範） 再質問ございますか。 

太郎良議員。 

〇議員（太郎良 瞳） 今、待機児童のうち、４０人が学校の帰りに１７時まで児童

館を使用することができる、３９人が児童館で自由来館していると言われてありま

したが、その子たちは、５時（１７時）以降は自分たちで家のほうに帰るというこ

とですか。 

〇議長（荒牧 泰範） こども育成課長。 

〇こども育成課長（有隅 伸） 自由来館登録者、「自由さん」と呼んでいますが、

自由さんは、自由に帰るということになります。 
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〇議長（荒牧 泰範） はい、太郎良議員。 

〇議員（太郎良 瞳） 確認ですけれども、それでは５時になったら１人で家に帰っ

て、家で１人で留守番というか、いるということになるんですか。ほかの放課後児

童クラブに所属している人は、保護者が迎えに来るということになっているんです

よね。で、その子たちは１人で自分で帰って、家で親の帰りを待つというような状

況ということですかね。 

〇議長（荒牧 泰範） はい、こども育成課長。 

〇こども育成課長（有隅 伸） 太郎良議員のおっしゃるとおりでございますが、児

童館の役割として、１８歳未満の子どもが誰でも自由に来れる施設でございまして、

自由に来て自由に帰るというものでございます。家に帰ってからの状況までは把握

は出来ておりませんが、自由に１人で帰っております。 

〇議長（荒牧 泰範） 再質問ございますか。 

○議員（太郎良 瞳） いいですか。 

○議長（荒牧 泰範） 再質問ですか。 

○議員（太郎良 瞳） はい。 

○議長（荒牧 泰範） どうぞ。 

〇議員（太郎良 瞳） 自由に来館するというのは、１回家に帰って来館するのか、

それとも、そのまま児童館のほうに学校の帰りに行ってということですか。 

〇議長（荒牧 泰範） はい、こども育成課長。 

○こども育成課長（有隅 伸） 児童館の「自由さん」の利用についてなんですが、

一応、お子様が来館されるんで、お子さんの登録はしていただいています。何かの

ときに連絡がとれるようにということなんですが、学校帰りの利用は、学校帰りに

どうなったのかというのが不安になることだと思いますので、登録制にしておりま

す。帰宅後に、公園に行くのと同じように、児童館に来るお子さんについては、登

録はしておりません。 

以上です。 

〇議長（荒牧 泰範） 再質問ございますか。終わられますか。 

○議員（太郎良 瞳） ありがとうございました。 

これで終わります。 

○議長（荒牧 泰範） お諮りいたします。タイムスケジュールですと、あと１分

少々で、休み時間に入る予定でございますが、あと１名でございますし、せっかく、

傍聴にも来ていただいておりますのでこのまま続行したいと思いますがよろしゅう
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ございますか。 

はい。では続きまして、質問順位７番、崎山佐穂議員。 

○議員（崎山 佐穂） 議席番号１番、崎山佐穂です。通告に従い質問いたします。

「篠栗町の全ての子どもたちがのびのび過ごす上での熱中症対策について」、夏の

間は毎日のように、熱中症アラートがなり、子どもたちがなかなか外で思い切り遊

べない日が続いていました。ニュースで度々熱中症による死亡事故も耳にいたしま

す。町内には、小学生以上の子どもが自由に行けるプールがありませんし、安全面

から川遊び等も今は避けなければいけない状況です。また、涼しく遊べるはずの児

童館も、夏休みの間は、学童保育の場になっているため、乳幼児や登録している学

童ではない児童には、行きづらい状況と聞きます。今後も続く温暖化を見据え、熱

中症を予防しながらも、しっかりと遊べる場を確保していくことが出来ないか質問

いたします。 

１、１年を通して異年齢の子どもたちが利用できる児童館ですが、夏休みの間に、

乳幼児や未就学児の利用に変化はありますか。 

２、粕屋町総合体育館のプールアリーナの利用料金の一部を町が補助しています

が、利用状況をお聞きいたします。 

３、隣の町といえども、以前の町営プールのように子どもたちに自分で行くこと

は難しいようです。夏休みの間、シャトルバスやプログラムを組んでの利用促進な

どは考えられないでしょうか。 

４、公園に庇、東屋、散水ミストなどがあれば、熱中症予防になると思いますが、

現在、町の公園には、そういった外遊びの熱中症予防の対策がとれる設備はいくつ

ありますか。今後、熱中症予防対策のための設備の導入は検討されていますか。 

質問いたします。 

○議長（荒牧 泰範） 教育長。 

○教育長（今長谷 寛） 﨑山議員の「篠栗町の全ての子どもたちがのびのび過ごす

上での熱中症対策について」の御質問にお答えいたします。 

一つ目の質問「夏休み中の未就学児の利用について」ですが、６月と７月及び

８月の未就学児の１日当たりの平均利用者数を比較しておりますので、回答いた

します。児童館によってばらつきはありますが、やまばと児童館は、６月と比較

して、７月、８月ともに半減、たけのこ児童館は、７月が約２割、８月が約４割

の減少、すぎのこ児童館は、７月が約２割、８月が約３割の減少でした。各児童

館、７月は親子教室の開催日数が１日少なかったこと、また、８月には台風が接
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近したこと。すぎのこ児童館に関しては、６月下旬から空調工事が開始したこと

が減少の一因かと思われますが、それを考慮しても、未就学児の利用は減少して

います。小学生の利用時間が長くなる夏休み期間中、喧噪により、利用を控えて

いる未就学児が多いのではないかと思われます。 

二つ目の質問、「粕屋町総合体育館〔かすやドーム〕プールアリーナの利用状

況について」お答えいたします。粕屋町との粕屋町総合体育館〔かすやドーム〕

の利用契約につきましては、令和３年７月２１日から、事業を開始しております。

現在、粕屋町総合体育館〔かすやドーム〕は、大規模改修工事のため、令和４年

１２月１日から令和６年３月３１日まで利用が出来ません。したがいまして、利

用状況としては、令和３年度７月から３月までの利用者合計１,４９８名、令和４

年度４月から１１月までの利用者合計２,８６４名で、事業開始から現在までの利

用者合計は、４,３６２名となっております。 

三つ目の質問、「夏休み期間のシャトルバスの運行やプログラムを組んで、利

用促進を考えてみては」についてお答えいたします。基本的に、以前の夏休みの

子どもたちを対象に開放していた町民プールと、粕屋町総合体育館（かすやドー

ム）プールアリーナは、施設の性質及び事業の目的が異なります。また、プール

の利用上の注意で小学２年生以下は、保護者または成人同伴となっており、子ど

もたちだけでの利用は想定しておりません。以上を踏まえ、夏休み期間中の子ど

もたち向けで予算を伴うシャトルバス等を運行するのは難しいと考えています。 

 四つ目の質問、「公園に庇、東屋、散水ミストなどがあれば、熱中症対策にな

ると思いますが、現在町の公園にはそういった外遊びの熱中症対策のとれる設備

は、いくつありますか」についてお答えします。まず町内の公園については、都

市公園や街区公園、児童公園など、全部で３８か所の公園があり、規模の大小に

より、遊具のほか、東屋やベンチ、トイレなどが設置されています。これらの公

園のうち、庇、東屋などの日よけができる施設のある公園は、８か所でございま

す。公園によっては、屋外で自由に遊べるように遊具と、広いスペースを確保す

る必要があるため、日差しを遮るものは設置しにくい状況にありますが、広い公

園にあっては、東屋や庇のついた休憩できるスペースも一部設置しており、小規

模な公園にあっては、樹木などで日陰ができるところもあり、熱中症予防の一助

になっていると考えます。また、鳴淵ダムの下流河川公園には、６月下旬から週

末や夏休み中に、多くの家族連れなどが訪れ、川遊びを楽しんでいます。ダム放

流の水量調整が行われているため、公園内の河川は、水深が浅く、比較的安全に
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利用することができるようになっており、東屋やトイレも設置されています。し

かしながら、公園の広さや立地状況によっては、そのような設備が設置出来ない

こと、民家に近接していることや、防犯上の観点などから、樹木を植えることが

出来ないところもあるのが現状です。散水ミストについては、町外の大規模な公

園などに設置事例はあるようですが、設置費用や維持管理の問題もあり、小規模

な公園などでの設置は難しい状況です。近年の猛暑により、連日、熱中症警戒ア

ラートが発出されており、「外出は控え、エアコンを使用するなど熱中症予防の

行動をとる」ように啓発されていることから、熱中症警戒アラート発出時は、屋

外である公園での活動は、基本的に控えていただくようお願いしています。 

五つ目の質問、「今後熱中症予防対策のための設備の導入は検討されています

か」についてお答えします。今後は、熱中症予防対策を含め、公園利用者が快適

かつ安全に利用できるよう、施設の充実や改善に努めてまいりたいと思います。

以上でございます。 

○議長（荒牧 泰範） 再質問、ございますか。 

はい、崎山議員。 

○議員（崎山 佐穂） 今おっしゃられたとおり、公園で、熱中症警戒アラートが発

出された場合は、対策の庇などあったとしても、活動を控えるということは十分

承知しました。ということは、児童館など屋内で遊べる場所というところが、必

要となってきますし、特に未就学児の体力だったりとか、やっぱり、身体的なと

ころからすると、児童館の使い方というのが大切になってくるのかな、と今の答

弁で感じました。しかし、おっしゃられたように、半減していたり、４割減とい

うことで、結構な数のお子さんや保護者が、行き控える状況になっていると感じ

ます。そこで、今後、この数字を見て、そして実際その利用者さんの行きにくい

という声を聞いて、どういった対策をとられるおつもりがあるか、お聞かせくだ

さい。 

○議長（荒牧 泰範） はい。教育長。 

こども育成課長。 

○こども育成課長（有隅 伸） 問題は多々あるんですけれども、児童館建設時のと

きから、子どもを取り巻く環境とかが大きく変わってきておりますんで、手狭に

なってきているのは事実でございます。よって、いろいろ問題がございますが、

一つ一つ解決していきながら、児童館と学童を、できれば切離していく。切り離

さない良さも別にはあるんですけれども、とにかく、学童保育、児童館、そうい
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った設備の充実を、一つ一つ問題を解決していきながら拡充していく予定でござ

います。 

○議長（荒牧 泰範） 再質問ございますか。 

はい、崎山議員。 

○議員（崎山 佐穂） 確認の質問です。今、切り離していくというお言葉がありま

したが、切り離してまず、学童保育の待機だったりとか場所というものを確保す

ることで、スライドさせて、児童館をもう少し、未就学だったり乳幼児に、もう

少し開放的に、使いやすいようにしていくということで間違いないですか。 

○議長（荒牧 泰範） こども育成課長。 

○こども育成課長（有隅 伸） 学童保育につきましては、児童館で、事業を行うメ

リットというものがありまして、というのは「自由さん」との交流が図れるとか

いうところがありますので、完全に、ちょっと言葉があれでしたけれども、切り

離すべきところは切り離す必要があると思いますが、柔軟に…。 

○議長（荒牧 泰範） こども育成課長。 

お尋ねになっているのは、切り離す、切り離さないでなく、児童館が本来ある

べき姿に戻るような格好になるのかというところをお尋ねなので、そこだけ答え

てください。 

○こども育成課長（有隅 伸） 児童館として、先ほど申しました１８歳未満のお子

さんが、快適に過ごせる環境を整えるべく努力していきたいと思います。 

○議長（荒牧 泰範） 再質問ございますか。 

では、次の質問に移ってください。 

○議員（崎山 佐穂） 「観光客の回復を見込んだ町の受入れ体制について」、お聞

きします。新型コロナウイルス感染症が５類となったことや、渡航の規制がなく

なったことで、篠栗町への観光客のにぎわいが戻ってきているという感覚があり

ます。篠栗町外から来られた国内外の方、そして、その方々を受け入れる町内の

住民、どちらも安心して過ごすためには、共通理解を持って、健全な関係を構築

していかなければいけません。そのためにも、ルールを守っていただいたり、篠

栗町の価値観を知っていただくことや、まちの魅力を伝えるためには、町内の案

内には多言語もしくはやさしい日本語が必要と思われます。 

そこでいくつか質問いたします。 

１、観光客の地域や国別などのデータは、町は把握していますか。実際には、

どこからの方々がどのくらい篠栗町を観光地として選んで来てくださっているの
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か教えてください。 

２、国内外からの人々迎えるための多言語や、やさしい日本語を意識した案内

や注意書きはどのくらい取り入れられていますか。 

３、ところどころ注意書きの英語が日本語の意味とずれているか所があるので、

理解の齟齬が起きるのではと指摘を聞きましたが、外国語表記にネイティブチェ

ックはされていますか。 

４、篠栗に魅力を感じた海外の方からの外国語での問合せがある場合、対応は

どう行っているのでしょうか。 

５、今後さらなるインバウンドに対応していくべく、多言語ができる職員の配

置や有志の人材登録制度など予定はありますか。 

お聞きいたします。 

○議長（荒牧 泰範） はい、町長。 

○町長（三浦 正） ただいまは、﨑山議員から、「観光客の回復を見込んだ町の受

入れ体制について」の御質問をいただきました。項目が多岐にわたっております

がまず冒頭少し私のほうから発言させていただきたいと思います。篠栗町の観光

地としてのポテンシャルは、地元に居住する我々が想像している以上に高く、週

末に南蔵院に行きますと、西洋東洋問わず、多くの外国人が訪れています。新型

コロナ感染症が落ちつき始めた今年の春以降、博多駅などで眺めておりますと、

福岡を訪れる外国人の増加傾向は顕著で、にぎやかさを取戻しております。そう

した福岡を訪れる外国人が手軽に足を運ぶことのできる篠栗が注目を集め始めて

いるところでございます。先日も、町内の宿坊に、ヨーロッパからの観光客が訪

れ、そのおもてなしとお寺の雰囲気、緑の美しさに感動して帰られたとのことで

ございました。どうしてその宿坊の存在を知ったのかと女将に聞きますと、海外

向けＳＮＳで小さく発信してみたのだそうです。そうしたことも踏まえて、観光

庁が目指すインバウンド向けの観光コンテンツの拡充に向けた補助事業に手を挙

げて、さらなる篠栗の魅力発信を目指そうと、現在、取り組みを始めているとこ

ろでございます。この件につきましては、補正予算審議の際に、産業観光課から

御説明を申し上げます。そのような点を踏まえて、御質問いただきました五つの

項目については、この場では産業観光課長から答弁をいたしますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（荒牧 泰範） 産業観光課長。 

○産業観光課長（松熊 大） 失礼いたします。五つの項目についてお答えいたしま
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す。まず１点目の「観光客の地域や、国別データを町は把握しているか、実際に

はどこからの方々がどのくらい篠栗町を観光地として、選んで来てくださってい

るか」についてでございます。町を訪れる観光客の地域や、国別データについて

は把握出来ておりませんが、福岡県観光動向によりますと本年５月には、２０万

人以上が福岡県へ入国しており、コロナ禍前の２０１９年と比較しても、約８

０％まで回復している状況となっております。国・地域別としましては、韓国が

約６０％を占め、続いて台湾、香港、タイなどアジア圏からの入国が多くなって

おります。 

次に「国内外からの人々を迎えるための多言語化や、やさしい日本語を意識し

た案内や、注意書きはどのくらい取り入れているか」についてお答えいたします。

案内表記につきましてはやさしい日本語の使用を心がけておりますが、多言語化

は行われておりません。これまで町を訪れる外国人観光客については、添乗員同

行の団体旅行が主でありましたが、今後、個人旅行を含め、本格的な再開が見込

まれる訪日外国人の誘客に向け、分かりやすい案内の整備が必要になると思われ

ます。具体的には、外国人観光客目線での翻訳やデザイン、表現やマークの統一、

パンフレットやホームページなどの連動性などが求められます。まずはホームペ

ージなどの多言語化から取り組んでまいりたいと考え、現在、国へ補助金申請を

しているところでございます。 

次に「外国語表記にネイティブチェックはしているか」についてでございます。

現状といたしましては、誤解を与えかねない表記を見つけたり、御指摘をいただ

いたりした場合に、設置者に連絡をとり、修正を依頼するなどの対応をしており

ます。観光案内についてはもちろん、ルールやマナーを理解して快適に過ごして

いただけるよう、正しく伝えることが、観光客にも、住民にも重要であることは

御認識のとおりです。観光関係者と連携し、観光客の視点による観光情報の提供

に向けて取り組みを推進してまいります。 

次に「篠栗に魅力を感じた海外の方から外国語での問合せがある場合、対応は

どう行っているか」についてお答えいたします。これまで観光について町へ外国

語でお問合せをいただいたことはございませんが、観光協会のお問合せについて

は、スタッフにて対応されているのが現状でございます。窓口での対応が月に２，

３回、メール、ＳＮＳ等によるものも月に２，３回ほどと伺っております。今後

外国語での問合せは増加することが十分に想定されますので、多言語対応アプリ

などのツールを活用するなどして、スムーズに御案内ができるよう、対応策を考



－ 57 － 

えてまいります。 

最後に、「多言語化できる職員の配置や有志の人材登録制度などの予定はある

か」についてお答えいたします。観光についてのお問合せは観光協会にされる方

が多いのが現状でございます。職員の配置や人材登録制度については、今のとこ

ろ具体的な予定はございませんが、今後の外国人観光客の増加に際しては、町の

魅力をお伝えできるよう、また、コミュニケーションがとれないことによる観光

客の心配や不安解消のため、観光協会との協力、包括連携協定を結んでおります

大学へ協力を仰ぐなどして、有効な方法を模索することから始めたいと考えてお

ります。 

以上でございます。 

○議長（荒牧 泰範） 再質問ございますか。 

はい、﨑山議員。 

○議員（崎山 佐穂） 「外国語表記にネイティブチェックをしているか」のところ

の答弁に対しての再質問になります。 

誤解を与えかねない表記を見つけたり、御指摘いただいたりした場合というこ

となので、もうチェックを入れず出した後に何かあったら修正する、ということ

で、最初からチェックするというふうには、考えてはないのでしょうか。 

○議長（荒牧 泰範） 産業観光課長。 

○産業観光課長（松熊 大） 案内の表記も設置者が様々でございまして、町で設置

しているものもあれば、観光協会なりそういった団体が設置しているものもあり

ますので、そういった情報を町のほうに御連絡いただいた際に、そうした設置者

に連絡して、修正をお願いしているという状況でございます。 

○議長（荒牧 泰範） 再質問ございますか。 

はい、崎山議員。 

○議員（崎山 佐穂） 問合せへの状況なんですが、ということは、お答えからする

と、誰か篠栗にいらっしゃりたいっていうお話があったときに、対応出来ません

というふうにはなってないっていうことですかね。現在。 

○議長（荒牧 泰範） 質問の意図が分かりますか。 

○議員（崎山 佐穂） 分からないですか。すいません。もう１回言います。今篠栗

に行きたいっていう方の中で、例えば、職員さんであれ、その受け入れる側、特

に町側が、こういうふうなことをしたいんですけど、とか、来たいんですけどと

言われた場合に、例えば、意思疎通が出来ないからお断りしている状況とかはな
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いということでしょうか。 

○議長（荒牧 泰範） 産業観光課長。 

○産業観光課長（松熊 大） 答弁の中で触れさせていただきましたが、外国の方の

お問合せは、ほとんど観光協会で、お受けしているのが現状でございます。観光

協会のスタッフで、今のところは、対応しているというところで、報告はいただ

いております。ただ、今後については、いろいろと方策を検討すべきかなという

ところで考えております。 

以上です。 

○議長（荒牧 泰範） 再質問ございますか。なければ終了宣言をして、札を倒して

帰っていただくと助かります。 

○議員（崎山 佐穂） 終わります。 

○議長（荒牧 泰範） 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

これにて散会といたします。 

散会 午後０時３９分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


